
マルチポッド

この章は、次の項で構成されています。

•マルチポッドについて（1ページ）
•複数ポッドのプロビジョニング（2ページ）
•マルチポッドファブリックを設定する場合の注意事項（3ページ）
• APIC GUI,リリース 3.1(x)以降でウィザードを称してマルチポッドファブリックをセット
アップする（6ページ）

• APIC GUIを使用したマルチポッドファブリックの設定（7ページ）
• NX-OSは、CLIを使用してMultipodファブリックの設定（9ページ）
• REST APIを使用したマルチポッドファブリックの設定（12ページ）
• Cisco Nexus 9000の IPN Multipodの設定を例シリーズスイッチ（15ページ）
• APICをあるポッドから別のポッドに移動する（16ページ）

マルチポッドについて
マルチポッドは、隔離されたコントロールプレーンプロトコルを持つ複数のポッドで構成さ

れた、障害耐性の高いファブリックのプロビジョニングを可能にします。また、マルチポッド

では、さらに柔軟にリーフとスパインスイッチ間のフルメッシュ配線を行うことができます。

たとえば、リーフスイッチが異なるフロアや異なる建物にまたがって分散している場合、マル

チポッドでは、フロアごと、または建物ごとに複数のポッドをプロビジョニングし、スパイン

スイッチを通じてポッド間を接続することができます。

マルチポッドは、異なるポッドの ACIスパイン間のコントロールプレーン通信プロトコルと
してMP-BGP EVPNを使用します。

WANルータは、ポッド間ネットワーク（IPN）でプロビジョニング可能で、スパインスイッ
チに直接接続されるか、境界リーフスイッチに接続されます。IPNに接続されるスパインス
イッチは、ポッド内ので少なくとも 1個のリーフスイッチに接続されます。

マルチポッドはすべてのポッドに単一の APICクラスタを使用します。そのため、すべての
ポッドが単一のファブリックとして機能します。ポッド全体にわたって個々の APICコント
ローラが配置されますが、それらはすべて単一の APICクラスタの一部です。
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図 1 :マルチポッドの概要

複数ポッドのプロビジョニング
IPNは APICでは管理されません。これは、次の情報が事前する必要があります。

•すべてのポッドの背表紙に接続されているインターフェイスを設定します。VLAN 4また
は VLAN 5を使用し、 MTU 9150のおよび正しい IPアドレスが関連付けられています。
リモートリーフスイッチが、ポッドに含まれている場合は、multipodインターフェイス/
サブ-インターフェイスの VLAN 5を使用します。

•正しいエリア IDを持つサブインターフェイスで OSPFを有効にします。

•すべての背表紙に接続されている IPNインターフェイスでDHCPリレーを有効にします。

• PIMをイネーブルにします。

• PIM双方向としてブリッジドメイン GIPO範囲の追加 ( bidir )の範囲をグループ化 (デ
フォルトでは 225.0.0.0/8)。

グループを bidir モードが機能の転送を共有ツリーのみ。

• PIMとして 239.255.255.240/28を追加 bidir 範囲をグループ化します。

• PIMおよびすべての背表紙に接続されたインターフェイスで IGMPを有効にします。
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PIMを展開する際に bidir 、いつでもでも特定のみすることが特定のマルチキャストグルー
プ範囲の 1つのアクティブ RP (ランデブーポイント)があります。RPの冗長性が活用するこ
とで実現そのため、 ファントム RP 設定します。希薄モードの冗長性を提供するために使用
するエニーキャストまたはMSDPメカニズムはのオプションではありませんマルチキャスト
ソースの情報は、Bidirで利用可能なは不要であるため bidir 。

（注）

図 2 :複数ポッドのプロビジョニング

マルチポッドファブリックを設定する場合の注意事項
マルチポッドファブリックを設定するには、次の注意事項に従います。

•すべての Cisco Nexus 9000シリーズ ACIモードのスイッチと、すべての Cisco Nexus 9500
プラットフォームACIモードスイッチラインカードおよびファブリックモジュールがマ
ルチポッドをサポートします。Cisco APICでは、3.1(x)リリース以降の場合、これにN9K
C9364Cスイッチが含まれます。

•関連付けられたノードグループおよびレイヤ 3アウトポリシーを作成します。
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•スパインスイッチを変更する前に、マルチポッドトポロジに参加している運用「アップ」
外部リンクが少なくとも1個あることを確認します。失敗すると、マルチポッド接続がダ
ウンする可能性があります。

•マルチポッドセットアップをダウングレードする必要があり、単一ポッドにセットアップ
を変換する必要がある場合（pod1のみを含む）、ダウングレードを実行する前に、最初に
pod-1のみのコントローラ数にコントローラを縮小し、ほかのポッドからすべてのノード
をデコミッションします。TEPプール設定を削除する必要があります。このダウングレー
ドでは、ほかのポッドのすべてのノードがダウンすることに注意してください。

• OSPF定期エリアのみが、[インフラ]テナントでサポートされています。

• APICリリース 2.0(2)までマルチポッドは Cisco ACI GOLFでサポートされていません。
APICリリース 2.0 (2)では、2つの機能は、たとえば、N9K 9312TXなどスイッチの名前の
末尾に「EX」が付かないCiscoNexus 9000スイッチでのみ同じファブリックでサポートさ
れています。2.1(1)のリリース以降、 2つの機能はマルチポッドトポロジで使用されるす
べてのスイッチで、一緒に展開できます。

•マルチポッドファブリックで、POD 1のスパインがインフラテナント L3extOut 1を使用
する場合、他のポッド（POD 2、POD 3）の TORは同じインフラ L3extOut（L3extOut 1）
をレイヤ 3 EVPNコントロールプレーンの接続には使用できません。他のポッドのWAN
接続のトランジットとしてポッドを使用することはサポートされていないため、各ポッド

は独自のスパインスイッチとインフラ L3extOutを使用する必要があります。

•マルチポッドファブリックセットアップで、新しいスパインスイッチがポッドに追加さ
れる場合、最初にポッド内の少なくとも 1個のリーフスイッチに接続する必要がありま
す。これにより、APICがスパインスイッチを検出し、ファブリックに参加できるように
します。

•ポッドが作成されポッドにノードが追加された後、ポッドを削除するとファブリック内で
アクティブなポッドから古いエントリになります。これは、APICがオープンソースDHCP
を使用しており、ポッドが削除されると APICが削除できない一部のリソースを作成する
ため発生します。

•前方誤り訂正（FEC）は、すべての 100Gトランシーバがデフォルトで、デフォルトで有
効です。マルチポッド設定にQSFP 100 G LR4 S/QSFP-100 G-LR4トランシーバを使用しな
いでください。

•次は、ポッド上で Active/Standby Firewalls（FW）のペアを展開するときに必要です。

シナリオ 1：FWを通過するトラフィックをリダイレクトするため PBRを使用します。

•サービスグラフの使用を委任し、ACIファブリックに FW内部/外部インターフェイ
スを接続できるようにします。この機能は、2.1(1)リリースから完全にサポートされ
ます。

•すべてのコンピューティングリーフノードからのフローは、アクティブな FWに接
続されている境界リーフノードに常に送信されます。

シナリオ 2:ファブリックおよび FW間の L3Out接続の使用：
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•この機能は、2.0(1)リリースから完全にサポートされます。

•ダイナミックルーティング（スタティックルーティングではない）およびCiscoASA
(VRRPを使用した FWではない）でのみサポートされます。

•アクティブな FWはローカルポッドの BLノードとのみピアリングします。リーフは
ファブリックに外部ルーティング情報を挿入します。

•ダイナミックピアリングセッションは、FWのフェールオーバー後に長期的なトラ
フィックの停止のため、新しいポッドが再確立されている必要があります。

シナリオ 3：ポッド上で単一の L3Outを使用します。

•物理リンク（またはローカルポートチャネル）を持つ単一のリーフノードへ接続し
ている Activeおよび Standby FWは、すべての ACIリーフノード（E、EX、FX）の
リリース 2.1(2e)および 2.2(2e)でサポートされています。

•リーフノードのペアに対して、各ポッドの vPCモードに接続されている Activeおよ
びStandbyFWは、リリース 2.3(1)からEX、FX、それ以降のACIリーフでのみサポー
トされます。

•ポリシーの名前を変更するなど、マルチポッド L3outを削除し再作成する場合、ファブ
リックのスパインスイッチの一部でクリーンリロードを実行する必要があります。マル

チポッドL3Outを削除することで、ファブリック内の1個以上のスパインスイッチがAPIC
への接続を失う可能性があり、これらのスパインスイッチが APICから更新されたポリ
シーをダウンロードできなくなります。どのスパインスイッチがそのような状態になるか

は、展開されているトポロジによって異なります。この状態から回復するには、これらス

パインスイッチでクリーンリロードを実行する必要があります。スパインスイッチでコ

マンドをリロードしたら、setup-clean-config.shコマンドを使用してリロードを実行しま
す。

Cisco ACIは、IPフラグメンテーションをサポートしていません。したがって、外部ルータへ
のレイヤ 3Outside（L3Out）接続、または Inter-PodNetwork（IPN）を介したmultipod接続を設
定する場合は、MTUが両側で適切に設定されていることが重要です。ACI、Cisco NX-OS、
Cisco IOSなどの一部のプラットフォームでは、設定されたMTU値は IPヘッダーを考慮に入
れています（結果として、最大パケットサイズは、ACIで 9216バイト、NX-OSおよび IOSで
9000バイトに設定されます）。ただし、IOS XRなどの他のプラットフォームは、パケット
ヘッダーのを除くMTU値を設定します（結果として最大パケットサイズは 8986バイトにな
ります）。

各プラットフォームの適切なMTU値については、それぞれの設定ガイドを参照してください。

CLIベースのコマンドを使用してMTUをテストすることを強く推奨します。たとえば、Cisco
NX-OS CLIで ping 1.1.1.1 df-bit packet-size 9000 source-interface ethernet 1/1などの

コマンドを使用します。

（注）
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Fabric >Access Policies >Global Policies >CPMTU Policyのファブリックのノード（APICおよ
びスイッチ）により送信された、コントロールプレーン（CP）のグローバルMTUを設定でき
ます。.

マルチポッドトポロジでは、ファブリック外部ポートのMTU設定はCPMTU値設定以上にす
る必要があります。そうしないと、ファブリックの外部ポートはCPMTUパケットをドロップ
する可能性があります。

IPNまたは CPMTUを変更する場合、Ciscoでは CPMTU値を変更し、次にリモートポッドの
スパイン上のMTU値を変更することをお勧めします。これで、MTUの不一致によりポッド間
の接続が失われるリスクが減少します。

ポッドをデコミッションするには、ポッドのすべてのノードをデコミッションします。詳細に

ついては、「CiscoAPICトラブルシューティングガイド」の「ポッドのデコミッションと再コ
ミッション」を参照してください。

APIC GUI,リリース 3.1(x)以降でウィザードを称してマル
チポッドファブリックをセットアップする

Cisco APICリリース 3.1(x)以降、GUIにウィザードが追加され、マルチポッド設定をシンプル
にします。この章で説明されているマルチポッドを設定する他の方法を引き続き使用できま

す。ウィザードを使用してマルチポッドを設定するには、このトピックの手順を実行します。

始める前に

ノードグループポリシーと L3Outポリシーがすでに作成されています。

IPNへの接続に使用されるスパインスイッチは、ポッドで少なくとも 1個のリーフスイッチ
に接続されます。

ポッド間ネットワーク（IPN）はすでに設定されています。設定例については、次を参照して
ください。 Cisco Nexus 9000の IPN Multipodの設定を例シリーズスイッチ（15ページ）

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ファブリック] > [インベントリ]をクリックします。

ステップ 2 [ナビゲーション]ペインで、[クイックスタート]をクリックし、[ノードまたはポッドのセッ
トアップ]をクリックします。

ステップ 3 [マルチポッドのセットアップ]をクリックし、次の詳細情報を設定する手順に従ってくださ
い。

• [ポッドのファブリック]：ポッド IDを選択し、POD TEP Poolの IPアドレスとサブネット
マスクを入力します。

• [ポッド間のネットワーク]：コミュニティ名を入力します（extended:as2-nn4:5:16にする
必要があります）。また、[ポッド接続プロファイル]を設定します（データプレーンTEP
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Poolネットマスクを /23以下に設定する必要があり、一度設定されると削除できません）。
また、[ファブリック外部ルーティングプロファイル]サブネットを追加します。

[ピアリングタイプ]フィールドの [ルートリフレクタ]を選択し、今後一部のポ
イントのコントローラからスパインスイッチを削除する場合、コントローラから

スパインスイッチを削除する前に、BGPルートリフレクタページのルートリフ
レクタを無効にすることを忘れないでください。そうしないとエラーが発生しま

す。

ルートリフレクタを無効にするには、[BGPルートリフレクタ]ページの [ルート
リフレクタノード]エリアで適切なルートリフレクタを右クリックし、[削除]を
選択します。BGPルートリフレクタページにアクセスする方法については、
MP-BGPルートリフレクタの「GUIを使用したMP-BGPルートリフレクタの設
定」セクションを参照してください。

（注）

• [接続]：OSPFの詳細、スパインスイッチのルータ Id、スパインスイッチのサブインター
フェイスを入力します。

ポッド間ネットワーク（IPN）リンクへのスパインスイッチリンクのデフォルト
または継承MTUは 9150です。スパインに接続されているすべての IPNインター
フェイスで、9150のMTU値を設定していることを確認します。

（注）

IPN経由で外部接続の一部を担う既存のポッドからすべてのスパインノードを追加し、作
成される新しいポッドからノードを追加します。

ステップ 4 [更新]をクリックし、[完了]をクリックします。
[ポッドファブリックセットアップポリシー]ページには、ポッドの詳細が表示されます。

APIC GUIを使用したマルチポッドファブリックの設定

始める前に

•ノードグループポリシーと L3Outポリシーがすでに作成されています。

• IPNはすでに設定されています。IPNの設定例については、CiscoNexus 9000の IPNMultipod
の設定を例シリーズスイッチ（15ページ）を参照してください。

•ポッド間ネットワーク (IPN)を接続するために使用されるスパインスイッチは、少なくと
も 1つの、ポッドのリーフスイッチに接続しています。

手順

ステップ 1 メニューバーで、Fabric > Inventoryをクリックします。
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b_Cisco_APIC_Layer_3_Configuration_Guide_chapter11.pdf#nameddest=unique_138


ステップ 2 Navigationウィンドウで、PodFabric SetupPolicyを右クリックし、SetupPodsをクリックし、
次の手順を実行します:

a) Fabric Setup Policiesダイアログボックスで、Pod IDと TEP Poolの IPアドレスとネット
マスクを入力します。

いったん TEPプールを競ってしたら、削除するべきではありません。（注）

b) [+]をクリックしてRemote Poolsを作成し、リモート IDとリモートプール (IPアドレスと
サブネット)を入力し、Updateをクリックします。

c) Submitをクリックします。

ステップ 3 Navigationウィンドウで、Pod Fabric Setup Policyを右クリックし、CreateMulti-Podをクリッ
クします。

ステップ 4 Create Multi-Podダイアログボックスで、次のエントリを作成します:

a) Communityフィールドには、コミュニティ名を入力します。マルチポッドで許可されてい
るのは、コミュニティ名 extended:as2-nn4:5:16だけです。

b) ルートピアリングタイプとして、Peering Typeフィールドでで、Full Meshまたは Route
Reflectorのいずれかを選択します。

Route Reflectorを Peering Typeフィールドで選択した場合には、将来のある時点
でスパインスイッチからコントローラを外そうとするとき、コントローラからス

パインスイッチを外す前に、[BGP Route Reflector]ページでルートリフレクタを
無効にする必要があることを忘れてはなりません。そうしないとエラーが発生し

ます。

ルートリフレクタを無効にするには、[BGPルートリフレクタ]ページの [ルート
リフレクタノード]エリアで適切なルートリフレクタを右クリックし、[削除]を
選択します。[BGPRouteReflector]ページへのアクセスの手順については、MP-BGP
ルートリフレクタの「Configuring an MP-BGP Route Reflector Using the GUI」のセ
クションを参照してください。

（注）

c) Pod Connection Profileテーブルを展開し、ポッドごとにDataplane TEPアドレスを入力し
ます。

d) Fabric External Routing Profileテーブルを展開し、プロファイルのNameと Subnetアドレ
スを入力します。Submitをクリックします。

ステップ 5 Navigationウィンドウで、Pod Fabric Setup Policyを右クリックし、Create Routed Outside for
Multipodを選択し、次の手順を実行します:

a) BGP、OSPFの両方を有効にして、IPNで設定されているとおりに、OSPFの詳細を入力し
ます。

b) Nextをクリックします。
c) Spinesテーブルで、ノードごとに Router IDを入力し、Updateをクリックします。
d) ドロップダウンリストから OSPF Policyを選択するか、 Create OSPF Interface Policyを選
択して作成し、Submitをクリックします。
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スパインからポッド間ネットワーク (IPN)へのリンクのデフォルトまたは継承し
たMTUは 9150です。スパインに接続されているすべての IPNインターフェイス
のMTU値が 9150に設定されていることを確認してください。

（注）

e) IPNを通して外部接続に参加する、既存のポッドからのすべてのスパインノードに対して
これを繰り返し、作成される新しいポッドからのノードを追加します。

f) RoutedSub-Interfacesテーブルを展開し、Pathフィールドでインターフェイス IDを探し、
IPv4 Primary Addressフィールドにアドレス情報を入力します。Updateをクリックし、
Finishをクリックします。

•ポッド 2のスパインが [Fabric Membership]の下に表示されるはずなので、確
認できます。

•手順6に進む前に、このスパインのノード IDと名前が設定されていることを
確認してください。

（注）

ステップ 6 単一のポッドの L3Outを設定するには、Navigationウィンドウで、Pod Fabric Setup Policyを
右クリックし、Config Routed Outside for a Podを選択し、次の手順を実行します:

a) Spinesテーブルを展開し、ノードごとの outer IDを入力します。それぞれの後に Update
をクリックします。

b) RoutedSub-Interfacesテーブルを展開し、Pathフィールドでインターフェイス IDを探し、
IPv4 Primary Addressフィールドにアドレス情報を入力します。Updateをクリックし、
Submitをクリックします。

これによってマルチポッドの設定は完了です。

ステップ 7 マルチポッドの設定を確認するには、メニューバーでTenants> Infraをクリックし、Networking
と External Routed Networksを展開します。

マルチポッド L3Outをクリックして詳細を表示します。

ポッド 2スパインは、TEP IPアドレスでアクティブになりました。ポッド 2の各リーフは表示
されるようになっており、そのノード IDと名前は確認することができます。

NX-OSは、CLIを使用してMultipodファブリックの設定

始める前に

•ノードグループポリシーと L3Outポリシーがすでに作成されています。

手順

ステップ 1 次の例に示すように、multipodを設定します。
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例：

ifav4-ifc1# show run system
# Command: show running-config system
# Time: Mon Aug 1 21:32:03 2016
system cluster-size 3
system switch-id FOX2016G9DW 204 ifav4-spine4 pod 2
system switch-id SAL1748H56D 201 ifav4-spine1 pod 1
system switch-id SAL1803L25H 102 ifav4-leaf2 pod 1
system switch-id SAL1819RXP4 101 ifav4-leaf1 pod 1
system switch-id SAL1931LA3B 203 ifav4-spine2 pod 2
system switch-id SAL1934MNY0 103 ifav4-leaf3 pod 1
system switch-id SAL1934MNY3 104 ifav4-leaf4 pod 1
system switch-id SAL1938P7A6 202 ifav4-spine3 pod 1
system switch-id SAL1938PHBB 105 ifav4-leaf5 pod 2
system switch-id SAL1942R857 106 ifav4-leaf6 pod 2
system pod 1 tep-pool 10.0.0.0/16
system pod 2 tep-pool 10.1.0.0/16

ifav4-ifc1#

ステップ 2 次の例のよ、VLANドメインを設定します。

例：

ifav4-ifc1# show running-config vlan-domain l3Dom
# Command: show running-config vlan-domain l3Dom
# Time: Mon Aug 1 21:32:31 2016
vlan-domain l3Dom
vlan 4
exit

ifav4-ifc1#

ステップ 3 次の例のよ、ファブリックの外部接続を設定します。

例：

ifav4-ifc1# show running-config fabric-external
# Command: show running-config fabric-external
# Time: Mon Aug 1 21:34:17 2016
fabric-external 1
bgp evpn peering
pod 1
interpod data hardware-proxy 100.11.1.1/32
bgp evpn peering
exit

pod 2
interpod data hardware-proxy 200.11.1.1/32
bgp evpn peering
exit

route-map interpod-import
ip prefix-list default permit 0.0.0.0/0
exit

route-target extended 5:16
exit

ifav4-ifc1#

ステップ 4 スパインスイッチインターフェイスと次の例のよの OSPF設定を構成します。

例：

# Command: show running-config spine
# Time: Mon Aug 1 21:34:41 2016
spine 201
vrf context tenant infra vrf overlay-1
router-id 201.201.201.201
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exit
interface ethernet 1/1
vlan-domain member l3Dom
exit

interface ethernet 1/1.4
vrf member tenant infra vrf overlay-1
ip address 201.1.1.1/30
ip router ospf default area 1.1.1.1
ip ospf cost 1
exit

interface ethernet 1/2
vlan-domain member l3Dom
exit

interface ethernet 1/2.4
vrf member tenant infra vrf overlay-1
ip address 201.2.1.1/30
ip router ospf default area 1.1.1.1
ip ospf cost 1
exit

router ospf default
vrf member tenant infra vrf overlay-1
area 1.1.1.1 loopback 201.201.201.201
area 1.1.1.1 interpod peering
exit

exit
exit

spine 202
vrf context tenant infra vrf overlay-1
router-id 202.202.202.202
exit

interface ethernet 1/2
vlan-domain member l3Dom
exit

interface ethernet 1/2.4
vrf member tenant infra vrf overlay-1

ip address 202.1.1.1/30
ip router ospf default area 1.1.1.1
exit

router ospf default
vrf member tenant infra vrf overlay-1
area 1.1.1.1 loopback 202.202.202.202
area 1.1.1.1 interpod peering
exit

exit
exit

spine 203
vrf context tenant infra vrf overlay-1
router-id 203.203.203.203
exit

interface ethernet 1/1
vlan-domain member l3Dom
exit

interface ethernet 1/1.4
vrf member tenant infra vrf overlay-1
ip address 203.1.1.1/30
ip router ospf default area 0.0.0.0
ip ospf cost 1
exit

interface ethernet 1/2
vlan-domain member l3Dom
exit

interface ethernet 1/2.4
vrf member tenant infra vrf overlay-1
ip address 203.2.1.1/30

マルチポッド

11

マルチポッド

NX-OSは、CLIを使用してMultipodファブリックの設定



ip router ospf default area 0.0.0.0
ip ospf cost 1
exit

router ospf default
vrf member tenant infra vrf overlay-1
area 0.0.0.0 loopback 203.203.203.203
area 0.0.0.0 interpod peering
exit

exit
exit

spine 204
vrf context tenant infra vrf overlay-1
router-id 204.204.204.204
exit

interface ethernet 1/31
vlan-domain member l3Dom
exit

interface ethernet 1/31.4
vrf member tenant infra vrf overlay-1
ip address 204.1.1.1/30
ip router ospf default area 0.0.0.0
ip ospf cost 1
exit

router ospf default
vrf member tenant infra vrf overlay-1
area 0.0.0.0 loopback 204.204.204.204
area 0.0.0.0 interpod peering
exit

exit
exit

ifav4-ifc1#

REST APIを使用したマルチポッドファブリックの設定

手順

ステップ 1 Csico APICへのログイン：

例：

http://<apic-name/ip>:80/api/aaaLogin.xml

data: <aaaUser name="admin" pwd="ins3965!”/>

ステップ 2 TEPプールの設定：

例：

http://<apic-name/ip>:80/api/policymgr/mo/uni/controller.xml

<fabricSetupPol status=''>
<fabricSetupP podId="1" tepPool="10.0.0.0/16" />
<fabricSetupP podId="2" tepPool="10.1.0.0/16" status='' />

</fabricSetupPol>
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ステップ 3 ノード IDポリシーの設定：

例：

http://<apic-name/ip>:80/api/node/mo/uni/controller.xml

<fabricNodeIdentPol>
<fabricNodeIdentP serial="SAL1819RXP4" name="ifav4-leaf1" nodeId="101" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="SAL1803L25H" name="ifav4-leaf2" nodeId="102" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="SAL1934MNY0" name="ifav4-leaf3" nodeId="103" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="SAL1934MNY3" name="ifav4-leaf4" nodeId="104" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="SAL1748H56D" name="ifav4-spine1" nodeId="201" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="SAL1938P7A6" name="ifav4-spine3" nodeId="202" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="SAL1938PHBB" name="ifav4-leaf5" nodeId="105" podId="2"/>
<fabricNodeIdentP serial="SAL1942R857" name="ifav4-leaf6" nodeId="106" podId="2"/>
<fabricNodeIdentP serial="SAL1931LA3B" name="ifav4-spine2" nodeId="203" podId="2"/>
<fabricNodeIdentP serial="FGE173400A9" name="ifav4-spine4" nodeId="204" podId="2"/>
</fabricNodeIdentPol>

ステップ 4 インフラ L3Outおよび外部接続プロファイルの設定：

例：

http://<apic-name/ip>:80/api/node/mo/uni.xml

<polUni>

<fvTenant descr="" dn="uni/tn-infra" name="infra" ownerKey="" ownerTag="">

<l3extOut descr="" enforceRtctrl="export" name="multipod" ownerKey="" ownerTag=""
targetDscp="unspecified" status=''>

<ospfExtP areaId='0' areaType='regular' status=''/>
<bgpExtP status='' />
<l3extRsEctx tnFvCtxName="overlay-1"/>
<l3extProvLbl descr="" name="prov_mp1" ownerKey="" ownerTag="" tag="yellow-green"/>

<l3extLNodeP name="bSpine">
<l3extRsNodeL3OutAtt rtrId="201.201.201.201" rtrIdLoopBack="no"

tDn="topology/pod-1/node-201">
<l3extInfraNodeP descr="" fabricExtCtrlPeering="yes" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="201::201/128" descr="" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="201.201.201.201/32" descr="" name=""/>

</l3extRsNodeL3OutAtt>

<l3extRsNodeL3OutAtt rtrId="202.202.202.202" rtrIdLoopBack="no"
tDn="topology/pod-1/node-202">

<l3extInfraNodeP descr="" fabricExtCtrlPeering="yes" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="202::202/128" descr="" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="202.202.202.202/32" descr="" name=""/>

</l3extRsNodeL3OutAtt>

<l3extRsNodeL3OutAtt rtrId="203.203.203.203" rtrIdLoopBack="no"
tDn="topology/pod-2/node-203">

<l3extInfraNodeP descr="" fabricExtCtrlPeering="yes" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="203::203/128" descr="" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="203.203.203.203/32" descr="" name=""/>

</l3extRsNodeL3OutAtt>

<l3extRsNodeL3OutAtt rtrId="204.204.204.204" rtrIdLoopBack="no"
tDn="topology/pod-2/node-204">

<l3extInfraNodeP descr="" fabricExtCtrlPeering="yes" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="204::204/128" descr="" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="204.204.204.204/32" descr="" name=""/>

</l3extRsNodeL3OutAtt>
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<l3extLIfP name='portIf'>
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr' tDn="topology/pod-1/paths-201/pathep-[eth1/1]"

encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface' addr="201.1.1.1/30" />
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr' tDn="topology/pod-1/paths-201/pathep-[eth1/2]"

encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface' addr="201.2.1.1/30" />
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr' tDn="topology/pod-1/paths-202/pathep-[eth1/2]"

encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface' addr="202.1.1.1/30" />
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr' tDn="topology/pod-2/paths-203/pathep-[eth1/1]"

encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface' addr="203.1.1.1/30" />
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr' tDn="topology/pod-2/paths-203/pathep-[eth1/2]"

encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface' addr="203.2.1.1/30" />
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr'

tDn="topology/pod-2/paths-204/pathep-[eth4/31]" encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface'
addr="204.1.1.1/30" />

<ospfIfP>
<ospfRsIfPol tnOspfIfPolName='ospfIfPol'/>

</ospfIfP>

</l3extLIfP>
</l3extLNodeP>

<l3extInstP descr="" matchT="AtleastOne" name="instp1" prio="unspecified"
targetDscp="unspecified">

<fvRsCustQosPol tnQosCustomPolName=""/>
</l3extInstP>

</l3extOut>

<fvFabricExtConnP descr="" id="1" name="Fabric_Ext_Conn_Pol1" rt="extended:as2-nn4:5:16"
status=''>

<fvPodConnP descr="" id="1" name="">
<fvIp addr="100.11.1.1/32"/>

</fvPodConnP>
<fvPodConnP descr="" id="2" name="">

<fvIp addr="200.11.1.1/32"/>
</fvPodConnP>
<fvPeeringP descr="" name="" ownerKey="" ownerTag=""

type="automatic_with_full_mesh"/>
<l3extFabricExtRoutingP descr="" name="ext_routing_prof_1" ownerKey="" ownerTag="">

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="100.0.0.0/8" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="200.0.0.0/8" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="201.1.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="201.2.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="202.1.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="203.1.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="203.2.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="204.1.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

</l3extFabricExtRoutingP>
</fvFabricExtConnP>

</fvTenant>
</polUni>
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Cisco Nexus 9000の IPN Multipodの設定を例シリーズス
イッチ

手順

設定例

例：

Sample IPN configuration for Cisco Nexus 9000 series switches:
=================================

(pod1-spine1)-----2/7[ IPN-N9K ]2/9-----(pod2-spine1)

feature dhcp
feature pim

# Enable Jumbo frames
policy-map type network-qos jumbo
class type network-qos class-default
mtu 9216

system qos
service-policy type network-qos jumbo

service dhcp
ip dhcp relay
ip pim ssm range 232.0.0.0/8

# Create a new VRF for Multipod.
vrf context fabric-mpod
ip pim rp-address 12.1.1.1 group-list 225.0.0.0/8 bidir
ip pim rp-address 12.1.1.1 group-list 239.255.255.240/28 bidir
ip pim ssm range 232.0.0.0/8

interface Ethernet2/7
no switchport
mtu 9150
no shutdown

interface Ethernet2/7.4
description pod1-spine1
mtu 9150
encapsulation dot1q 4
vrf member fabric-mpod
ip address 201.1.2.2/30
ip router ospf a1 area 0.0.0.0
ip pim sparse-mode
ip dhcp relay address 10.0.0.1
ip dhcp relay address 10.0.0.2
ip dhcp relay address 10.0.0.3
no shutdown

interface Ethernet2/9
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no switchport
mtu 9150
no shutdown

interface Ethernet2/9.4
description to pod2-spine1
mtu 9150
encapsulation dot1q 4
vrf member fabric-mpod
ip address 203.1.2.2/30
ip router ospf a1 area 0.0.0.0
ip pim sparse-mode
ip dhcp relay address 10.0.0.1
ip dhcp relay address 10.0.0.2
ip dhcp relay address 10.0.0.3
no shutdown

interface loopback29
vrf member fabric-mpod
ip address 12.1.1.1/32

router ospf a1
vrf fabric-mpod
router-id 29.29.29.29

APICをあるポッドから別のポッドに移動する
マルチポッドのセットアップにおいて、APICをあるポッドから別のポッドに移動するには、
次の手順に従います。

手順

ステップ 1 クラスタ内の APICをデコミッションします。

a) メニューバーで、 System > Controllersを選択します。
b) Navigationウィンドウで、 Controllers > apic_controller_name > Cluster as Seen by Nodeを
展開します。

c) Navigationウィンドウで、apic_controller_nameをクリックします。これは、クラスタ内
のものですが、デコミッションしているコントローラではありません。

d) 継続する前に、Workウィンドウで、クラスタの Health State (Active Controllersサマリ
テーブルに示されているもの)が Fully Fitになっていることを確認します。

e) Workウィンドウで、Actions > Decommissionをクリックします。
f) Yesをクリックします。
解放されたコントローラは [Operational State]列に [Unregistered]と表示されます。コント
ローラは稼動対象外になり、Workウィンドウには表示されなくなります。

ステップ 2 デコミッションされた APICを目的のポッドに移動します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、APICをリブートします。
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apic1# acidiag touch setup
apic1# acidiag reboot

ステップ 4 ポッドの ID番号を、APICの現在のポッドを反映するように変更します。

a) Cisco Integrated Management Controller (CIMC)にログインします。
b) ポッド IDのプロンプトで、ポッド IDを入力します。

TEP Poolのアドレス情報は変更しないでください。（注）

ステップ 5 APICをリコミッションします。

a) メニューバーで、 SYSTEM > Controllersを選択します。
b) Navigationウィンドウで、 Controllers > apic_controller_name > Cluster as Seen by Nodeを
展開します。

c) 継続する前に、Workウィンドウで、ActiveControllersサマリテーブルのクラスタのHealth
Stateが Fully Fitになっていることを確認します。

d) Workウィンドウで、UnregisteredとOperational Stateカラムに表示されている、デコミッ
ションされたコントローラをクリックします。

e) Workウィンドウで、Actions > Commissionをクリックします。
f) Confirmationダイアログボックスで Yesをクリックします。
g) コミッションされた Cisco APICコントローラが動作状態であり、ヘルスステータスが、

Fully Fitであることを確認します。
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